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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半透過電極、前記半透過電極に対向する反射電極、及び前記半透過電極と前記反射電極
との間に介された発光層を備える赤色、緑色及び青色ピクセルと、
　透明電極、前記透明電極に対向する反射電極、及び前記透明電極と前記反射電極との間
に介された発光層を備える白色ピクセルと、
　前記赤色、緑色、青色及び白色のピクセルのそれぞれに対応して位置した赤色、緑色、
青色及び白色フィルタと、
　少なくとも前記白色ピクセルの透明電極と前記白色フィルタとの間に位置した光路調節
層と、を備え、
　前記半透過電極は、透明電極と、前記透明電極の下部に備えられる半透過膜と、を備え
る
　ことを特徴とする有機発光ディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記光路調節層は、前記白色ピクセルの透明電極との屈折率差が１０％以内である
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記光路調節層は、可視光線領域で１．８ないし２．０の屈折率を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項４】
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　前記光路調節層は、可視光線領域で透光度が９０％以上である
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記光路調節層は、窒化物、酸化物、硫化物からなる群から選択される一つ又は二つ以
上の組合わせで形成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記光路調節層は、Ａｌ２Ｏ３、ＢａＯ、ＭｇＯ、ＨｆＯ２、ＺｒＯ２、ＣａＯ２、Ｓ
ｒＯ２、Ｙ２Ｏ３、Ｓｉ３Ｎ４、ＡｌＮ、ＧａＮ、ＺｎＳ、ＣｄＳからなる群から選択さ
れる一つ又は二つ以上の組合わせで形成される
　ことを特徴とする請求項５に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記光路調節層は、前記赤色、緑色及び青色ピクセルの半透過電極と前記赤色、緑色及
び青色フィルタとの間に位置する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記白色フィルタは、特定波長を選択的に吸収する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記白色フィルタは、パネルが要求する白色Ｃｘ、Ｃｙ値と前記白色ピクセルから生成
された白色光のＣｘ、Ｃｙ値との差がそれぞれ±０．０３以内となるように、特定波長を
選択的に吸収する
　ことを特徴とする請求項８に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１０】
　前記白色フィルタは、光量を調節できるＮＤ（Ｎｅｕｔｒａｌ　Ｄｅｎｓｉｔｙ）フィ
ルタ機能を有する
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１１】
　前記半透過膜は、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＺＯ、ＩＴＯ／Ａｇ合金／
ＩＴＯ、及びＩＴＯ／ＡＰＣ／ＩＴＯのうち選択された少なくともいずれか一つで形成さ
れる
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記透明電極は、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯ及びＩｎ２Ｏ３のうち選択された少なくとも
いずれか一つで形成される
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１３】
　前記半透過電極に備えられたＲＧＢピクセルの半透過電極と反射電極との光学距離が前
記透明電極の厚さによって調節される
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記発光層は、積層式または直列式である
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１５】
　前記発光層は、蛍光物質または燐光物質を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１６】
　前記有機発光ディスプレイ装置は、背面発光型である
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【請求項１７】
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　前記有機発光ディスプレイ装置は、前面発光型である
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機発光ディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光ディスプレイ装置に係り、さらに詳細には、共振ピクセルと非共振
ピクセルとが結合されたハイブリッド構造を有する有機発光ディスプレイ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、有機電界発光素子（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ）は、アノード（正極）とカソード（負極）との間に機能性薄膜形態
の有機発光層が挿し込まれている構造であって、正極から正孔が注入され、負極から電子
が注入されて、有機発光層内で電子と正孔とが再結合しつつ光を放出する素子である。
【０００３】
　ＯＬＥＤは、その駆動方式によって、受動駆動方式のパッシブマトリックス（ＰＭ：Ｐ
ａｓｓｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）型と、能動駆動方式のアクティブマトリックス（ＡＭ：Ａ
ｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）型とに区分される。ＰＭ型ＯＬＥＤは、単純に正極と負極と
がそれぞれ列（ｃｏｌｕｍｎ）と行（ｒｏｗ）とに配列され、負極には、行駆動回路から
スキャニング信号が供給され、この時、複数の行のうち一つの行のみが選択される。また
、列駆動回路には、各画素にデータ信号が入力される。一方、ＡＭ型ＯＬＥＤは、薄膜ト
ランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）を利用して各画素当
り入力される信号を制御するものであって、膨大な量の信号処理に適していて、動画を具
現するためのディスプレイ装置として多く使われている。
【０００４】
　現在、低消費電力と高い明室ＣＲ（Ｂｒｉｇｈｔ　Ｒｏｏｍ　Ｃｏｎｔｒａｓｔ　Ｒａ
ｔｉｏ）特性を有するＡＭ型ＯＬＥＤの具現のために、前面発光方式のＲＧＢ独立蒸着法
が多く利用されている。ＲＧＢ独立蒸着方式は、製作時に、微細金属マスクを使用して、
各発光色毎にパターニングしなければならないが、金属マスクを整列する時の精密度やマ
スクサイズが大きくなることによって発生する垂れ現象によって、大型サイズへの応用が
難しい。他のＲＧＢ独立発光層を形成する方式のうちの一つであるインクジェット方式は
、大型サイズの基板を使用できるという長所はあるが、現在、可溶性（ｓｏｌｕｂｌｅ）
材料の特性が蒸着用材料の特性より悪くて、物質特性が予め確保されねばならない。それ
以外に、レーザを利用してドナーフィルムに形成された発光層を独立的に転写するレーザ
転写法（ＬＩＴＩ：Ｌａｓｅｒ　Ｉｎｄｕｃｅｄ　Ｔｈｅｒｍａｌ　Ｉｍａｇｉｎｇ）が
あるが、ＯＬＥＤ素子の寿命が短いという弱点を有している。
【０００５】
　工程性、収率を考慮する時、白色ＯＬＥＤ（Ｗｈｉｔｅ　ＯＬＥＤ：ＷＯＬＥＤ）にカ
ラーフィルタ（ＣＦ：Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｌｔｅｒ）を採用するＷＯＬＥＤ－ＣＦ方式が特
に注目されている。白色ＯＬＥＤは、有機発光層内に赤色、緑色及び青色をそれぞれ放出
する複数の有機発光材料をいずれも形成するか、または相互補色関係にある二つの有機発
光材料の対を形成することによって具現されうる。しかし、ＷＯＬＥＤ－ＣＦ方式は、基
本的に白色光をＣＦを通じて濾過せねばならないので、透光率が独立蒸着方式に比べて相
対的に低いという弱点を有している。ＷＯＬＥＤ－ＣＦ方式は、白色光の透過率が約２５
％ほどである。共振構造を適用すれば、前方への透光率を非共振対比約３０～５０％以上
向上させつつ、色再現力をＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓ
ｔｅｍｓ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）対比１００％以上増加させうる。ここで、光効率を最大
にするためには、共振ＲＧＢピクセルと光透過率が１００％である非共振白色ピクセルと
をいずれも使用するＲＧＢＷピクセル構造を有する方式が特に有用な技術となりうる。し
かし、共振ＲＧＢピクセルと非共振Ｗピクセルとを使用したＲＧＢＷピクセル構造のディ
スプレイは、共振ピクセル及び非共振ピクセルで視野角による輝度変化の差のため、非原
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色（ｎｏｎ－ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）で色変化が大きく発生し、特に、白色で視野
角による色変化が大きくて、実際のディスプレイへの適用が難しいという問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、視野角特性が確保され、低消費電力でありかつ長寿
命の有機発光ディスプレイ装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を達成するために、本発明の有機発光ディスプレイ装置は、半透過電極、前記
半透過電極に対向する反射電極、及び前記半透過電極と前記反射電極との間に介された発
光層を備える赤色、緑色及び青色ピクセルと、透明電極、前記透明電極に対向する反射電
極、及び前記透明電極と前記反射電極との間に介された発光層を備える白色ピクセルと、
少なくとも前記白色ピクセルの透明電極の下部に位置した光路調節層と、前記赤色、緑色
、青色及び白色のピクセルのそれぞれに対応して位置した赤色、緑色、青色及び白色フィ
ルタと、を備えうる。
【０００８】
　さらに望ましくは、前記光路調節層は、前記白色ピクセルの透明電極との屈折率差が１
０％以内でありうる。
【０００９】
　さらに望ましくは、前記光路調節層は、可視光線領域で１．８ないし２．０の屈折率を
有しうる。
【００１０】
　さらに望ましくは、前記光路調節層は、可視光線領域で透光度が９０％以上でありうる
。
【００１１】
　さらに望ましくは、前記光路調節層は、有機物、酸化物、硫化物からなる群から選択さ
れる一つ又は二つ以上の組合わせで形成され、例えば、Ａｌ２Ｏ３、ＢａＯ、ＭｇＯ、Ｈ
ｆＯ２、ＺｒＯ２、ＣａＯ２、ＳｒＯ２、Ｙ２Ｏ３、Ｓｉ３Ｎ４、ＡｌＮ、ＧａＮ、Ｚｎ
Ｓ、ＣｄＳからなる群から選択される一つ又は二つ以上の組合わせで形成されうる。
【００１２】
　さらに望ましくは、前記光路調節層は、前記白色ピクセルの透明電極の下部と、赤色、
緑色及び青色ピクセルの前記半透過電極の下部とに位置することができる。
【００１３】
　さらに望ましくは、前記白色フィルタは、パネルが要求する白色Ｃｘ、Ｃｙ値と前記白
色ピクセルから生成された白色光のＣｘ、Ｃｙ値との差がそれぞれ±０．０３以内となる
ように、特定波長を選択的に吸収できる。
【００１４】
　さらに望ましくは、前記白色フィルタは、光量を調節できるＮＤ（Ｎｅｕｔｒａｌ　Ｄ
ｅｎｓｉｔｙ）フィルタ機能をさらに有しうる。
【００１５】
　さらに望ましくは、前記半透過電極は、透明電極と、前記透明電極の下部に備えられる
半透過膜と、を備え、前記半透過膜は、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＺＯ、
ＡＴＤ、及びＩＴＯ／ＡＰＣ／ＩＴＯのうち選択された少なくともいずれか一つで形成さ
れ、前記透明電極は、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯ及びＩｎ２Ｏ３のうち選択された少なくと
もいずれか一つで形成されうる。
【００１６】
　さらに望ましくは、前記透明電極の厚さ調節によって、前記赤色、緑色及び青色ピクセ
ルの光路を調節できる。
【００１７】
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　さらに望ましくは、前記発光層は、積層式または直列式でありうる。
【００１８】
　さらに望ましくは、前記発光層は、蛍光物質または燐光物質を含みうる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、共振赤／緑／青色ピクセルと非共振白色ピクセルとが結合されたハイ
ブリッド構造の有機発光ディスプレイ装置であって、白色ピクセルに光路調節層と特定波
長の光を選択的に吸収する白色フィルタとを備えることによって、視野角特性が確保され
、低消費電力及び長寿命の特性を有しうる有機発光ディスプレイ装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の望ましい一実施例による能動駆動型有機発光ディスプレイ装置の一ピク
セルのピクセル回路を示す回路図である。
【図２】図１の回路を具現する本発明の一実施例による有機発光ディスプレイ装置におけ
る、隣接する４つのピクセル（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を概略的に示す断面図である。
【図３】図２の駆動回路を概略的に示す断面図である。
【図４】本発明の一実施例による多様な白色フィルタの透過度曲線の例を示す図面である
。
【図５】図１の回路を具現する本発明の他の実施例による有機発光ディスプレイ装置にお
ける、隣接する４つのピクセル（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を概略的に示す断面図である。
【図６Ａ】一般的な共振赤／緑／青色ピクセルと非共振白色ピクセルとの構造を有するＯ
ＬＥＤディスプレイにおける、視野角による原色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）の輝度
変化を示す図面である。
【図６Ｂ】一般的な共振赤／緑／青色ピクセルと非共振白色ピクセルとの構造を有するＯ
ＬＥＤディスプレイにおける、視野角による原色の色変化を示す図面である。
【図７Ａ】本発明の一実施例によって光路調節層を備えた共振赤／緑／青色ピクセルと非
共振白色ピクセルとの構造を有するＯＬＥＤディスプレイにおける、視野角による原色の
輝度変化を示す図面である。
【図７Ｂ】本発明の一実施例によって光路調節層を備えた共振赤／緑／青色ピクセルと非
共振白色ピクセルとの構造を有するＯＬＥＤディスプレイにおける、視野角による原色の
色変化を示す図面である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の望ましい実施例を、添付した図面を参照して説明する。図面上の同じ符
号は、同じ要素を表す。下記の本発明の説明において、関連した公知の機能または構成に
ついての具体的な説明が本発明の要旨を不明確にする恐れがあると判断される場合には、
その詳細な説明を省略する。
【００２２】
　本発明の実施例を説明する図面において、ある層や領域は、明細書の明確性のために厚
さを拡大して示した。また、層、膜、領域、板などの部分が他の部分“上に”あるという
時、これは、他の部分“真上に”ある場合だけでなく、その中間にさらに他の部分がある
場合も含む。
【００２３】
　本発明のＯＬＥＤディスプレイは、赤色、緑色、青色及び白色（ＲＧＢＷ）の少なくと
も４つ以上のピクセルを備え、これらのうち、ＲＧＢピクセルのピクセル電極を共振特性
のある半透過ミラーで形成し、白色ピクセルのピクセル電極を非共振特性のある透過ミラ
ーで形成する。そして、本発明のＯＬＥＤディスプレイは、白色で高視野角性能を確保す
るために、少なくとも白色ピクセル電極の下段部に白色ピクセル電極と屈折率が類似した
光路調節層を備える。そして、本発明のＯＬＥＤディスプレイは、白色ピクセルに白色発
光層から出るスペクトルを選択的に透過する白色フィルタを配し、白色発光層から出る色
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をパネルの白色に調節可能にし、高視野角性能を確保する。
【００２４】
　図１は、本発明の望ましい一実施例による能動駆動型有機発光ディスプレイ装置の一ピ
クセルのピクセル回路を示す回路図である。
【００２５】
　図１を参照すれば、本実施例による有機発光ディスプレイ装置は、複数の信号線に連結
されており、ほぼ行列（ｍａｔｒｉｘ）の形態に配列された複数のピクセル（Ｒ、Ｇ、Ｂ
、Ｗ）が含まれており、各ピクセルは、ピクセル回路ＰＣを有する。
【００２６】
　各ピクセルには、データラインＤａｔａ、スキャンラインＳｃａｎ、及び有機発光素子
ＯＬＥＤの一駆動電源となるＶｄｄ電源ラインＶｄｄが備えられる。ピクセル回路ＰＣは
、これらのデータラインＤａｔａ、スキャンラインＳｃａｎ、及びＶｄｄ電源ラインＶｄ
ｄに電気的に連結されており、有機発光素子ＯＬＥＤの発光を制御する。
【００２７】
　各ピクセルは、スイッチングＴＦＴ　Ｍ２と、駆動ＴＦＴ　Ｍ１の少なくとも２個のＴ
ＦＴと、キャパシタユニットＣｓｔと、有機電界発光素子ＯＬＥＤと、を備える。
【００２８】
　前記スイッチングＴＦＴ　Ｍ２は、スキャンラインＳｃａｎに印加されるスキャン信号
によってオン／オフになり、データラインＤａｔａに印加されるデータ信号をストレージ
キャパシタＣｓｔ及び駆動ＴＦＴ　Ｍ１に伝達する。スイッチング素子としては、必ずし
も図２のようにスイッチングＴＦＴ　Ｍ２のみに限定されるものではなく、複数のＴＦＴ
とキャパシタとを備えたスイッチング回路が備えられることもあり、駆動ＴＦＴ　Ｍ１の
しきい値電圧（Ｖｔｈ値）を補償する回路や、駆動電源Ｖｄｄの電圧降下を補償する回路
がさらに備えられることもある。
【００２９】
　前記駆動ＴＦＴ　Ｍ１は、スイッチングＴＦＴ　Ｍ２を通じて伝えられるデータ信号に
よって、有機発光素子ＯＬＥＤに流入される電流量を決定する。
【００３０】
　前記キャパシタユニットＣｓｔは、スイッチングＴＦＴ　Ｍ２を通じて伝えられるデー
タ信号を１フレームの間に保存する。
【００３１】
　図１による回路図で、駆動ＴＦＴ　Ｍ１及びスイッチングＴＦＴ　Ｍ２は、ＰＭＯＳ　
ＴＦＴと示されているが、本発明が必ずしもこれに限定されるものではなく、前記駆動Ｔ
ＦＴ　Ｍ１及びスイッチングＴＦＴ　Ｍ２のうち少なくとも一つをＮＭＯＳ　ＴＦＴで形
成することもできる。そして、前記のようなＴＦＴ及びキャパシタの数は、必ずしもこれ
に限定されず、これよりさらに多くのＴＦＴ及びキャパシタを備えることもできる。
【００３２】
　図２は、図１の回路を具現する本発明の一実施例による有機発光ディスプレイ装置で、
隣接する４つのピクセルＲ，Ｇ，Ｂ，Ｗを概略的に示した断面図である。図３は、図２の
駆動回路を概略的に示した断面図である。
【００３３】
　赤色ピクセルＲ、緑色ピクセルＧ、青色ピクセルＢ及び白色ピクセルＷを含む４つのピ
クセルは、行及び／または列に沿って反復され、ピクセルの配置は、多様に構成されうる
。
【００３４】
　図２を参照すれば、本発明のＯＬＥＤディスプレイは、基板１００上に赤色ピクセルＲ
、緑色ピクセルＧ、青色ピクセルＢ及び白色ピクセルＷが備えられる。また、各ピクセル
に対応して各ピクセルから放出される白色光を選択的に吸収する赤色、緑色、青色及び白
色のフィルタ１２０Ｒ，１２０Ｇ，１２０Ｂ及び１２０Ｗを備え、前記各ピクセルと色フ
ィルタとの間に光路調節層１１４を備える。
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【００３５】
　基板１００は、透明基板としてＳｉＯ２を主成分とするガラス材の基板が使われうる。
基板１００は、必ずしもこれに限定されず、プラスチック材で形成されてもよく、金属製
基板でもよい。
【００３６】
　前記基板１００の上面には、図３に示したような駆動ＴＦＴ　２５０が備えられうる。
本実施例では、ＴＦＴの一例として、トップゲート方式のＴＦＴを示している。しかし、
これと異なり、他の構造のＴＦＴが備えられてもよい。
【００３７】
　前記基板１００の上面には、ＴＦＴ　２５０を形成する前に、不純物イオンが拡散され
ることを防止し、水分や外気の浸透を防止し、表面を平坦化するためのバリア層及び／ま
たはバッファ層のような絶縁層２１１が形成されうる。前記絶縁層２１１は、ＳｉＯ２及
び／またはＳｉＮｘで形成されうる。
【００３８】
　前記絶縁層２１１上にＴＦＴの活性層２２１が半導体材料によって形成され、これを覆
うように、ゲート絶縁膜２１３が形成される。活性層２２１は、アモルファスシリコンま
たはポリシリコンのような無機材半導体や有機半導体が使われ、ソース領域、ドレイン領
域とこれらの間のチャンネル領域とを有する。
【００３９】
　活性層２２１は、ポリシリコンで形成され、この場合、所定領域が不純物でドーピング
されることもある。もちろん、活性層２２１は、ポリシリコンではないアモルファスシリ
コンで形成されてもよく、さらに、ペンタセンのような多様な有機半導体物質で形成され
てもよい。
【００４０】
　ゲート絶縁膜２１３は、活性層２２１とゲート電極２２２との間を絶縁するために備え
られる。ゲート絶縁膜２１３は、酸化シリコンまたは窒化シリコンのような絶縁性物質で
形成され、もちろん、これ以外にも絶縁性有機物で形成されることもできる。
【００４１】
　ゲート絶縁膜２１３上には、ゲート電極２２２が備えられ、これを覆うように層間絶縁
膜２１４が形成される。そして、層間絶縁膜２１４上には、ソース及びドレイン電極２２
３がコンタクトホール２２５を通じて活性層２２１と連結される。
【００４２】
　ゲート電極２２２は、多様な導電性物質で形成できる。例えば、Ｍｇ、Ａｌ、Ｎｉ、Ｃ
ｒ、Ｍｏ、Ｗ、ＭｏＷまたはＡｕなどの物質で形成でき、この場合にも、単一層だけでな
く、複数層の形状に形成することもできるなど、多様な変形が可能である。
【００４３】
　層間絶縁膜２１４は、酸化シリコンまたは窒化シリコンのような絶縁性物質で形成され
、もちろん、これ以外にも絶縁性有機物で形成されてもよい。前記層間絶縁膜２１４とゲ
ート絶縁膜２１３とを選択的に除去して、ソース及びドレイン領域が露出されるコンタク
トホール２２５を形成できる。そして、前記コンタクトホール２２５が埋め込まれるよう
に層間絶縁膜２１４上に前述したゲート電極２２２用物質で、単一層または複数層の形状
にソース及びドレイン電極２２３を形成する。
【００４４】
　前記ＴＦＴ　２５０のソース及びドレイン電極２２３は、ピクセルの下部電極と電気的
に連結される。
【００４５】
　このように形成されたＴＦＴは、パッシベーション層１１２で覆われて保護される。パ
ッシベーション層１１２は、無機絶縁膜及び／または有機絶縁膜を使用できるが、無機絶
縁膜としては、ＳｉＯ２、ＳｉＮｘ、ＳｉＯＮ、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２、Ｔａ２Ｏ５、Ｈ
ｆＯ２、ＺｒＯ２、ＢＳＴ、ＰＺＴが含まれるようにすることができ、有機絶縁膜として



(8) JP 5815247 B2 2015.11.17

10

20

30

40

50

は、一般の汎用高分子（ＰＭＭＡ，ＰＳ）、フェノール基を有する高分子誘導体、アクリ
ル系高分子、イミド系高分子、アリールエーテル系高分子、アミド系高分子、フッ素系高
分子、ｐ－キシレン系高分子、ビニルアルコール系高分子及びこれらのブレンドが含まれ
るようにすることができる。パッシベーション層１１２は、無機絶縁膜と有機絶縁膜との
複合積層体としても形成されうる。
【００４６】
　前記パッシベーション層１１２の上部には、赤色ピクセルＲに対応する赤色フィルタ１
２０Ｒ、緑色ピクセルＧに対応する緑色フィルタ１２０Ｇ、青色ピクセルＢに対応する青
色フィルタ１２０Ｂ、及び白色ピクセルＷに対応する白色フィルタ１２０Ｗが備えられる
。
【００４７】
　色フィルタ１２０Ｒ，１２０Ｇ，１２０Ｂ，１２０Ｗは、ＣＯＡ（Ｃｏｌｏｒ　Ｆｉｌ
ｔｅｒｏｎ　Ａｒｒａｙ）方式で配されうる。色フィルタ１２０Ｒ，１２０Ｇ，１２０Ｂ
，１２０Ｗは、各ピクセルから白色光を受信して相異なる色の光を生成する。
【００４８】
　白色フィルタ１２０Ｗは、パネルの白色色特性に合わせるために、白色光を受信して特
定波長領域の光を選択的に吸収する。共振赤色／緑色／青色ピクセルと非共振白色ピクセ
ルとが同時発光してパネルの白色を表現する場合、視野角によって白色の色変化が大きい
。したがって、非共振白色ピクセルＷに選択的に光を吸収して透過させる白色フィルタ１
２０Ｗを備え、パネルの白色色特性と近似させる。望ましくは、白色ピクセルＷで生成さ
れた白色光のＣｘ、Ｃｙ値が、パネルが要求する白色Ｃｘ、Ｃｙ値と±０．０３以内とな
るように、白色フィルタ１２０Ｗが選択的に使われる。
【００４９】
　図４の（ａ）ないし（ｃ）は、本発明の一実施例による多様な白色フィルタの透過度曲
線の例を示す。
【００５０】
　光源（ｓｏｕｒｃｅ）からの白色光の色特性がパネルの白色色特性と異なる場合、これ
を補償できる適切な白色フィルタを使用できる。図４（ａ）は、赤色光を吸収し、図４（
ｂ）は、緑色光を吸収し、図４（ｃ）は、青色光を吸収する白色フィルタである。本発明
の白色フィルタ１２０Ｗは、図４の例に限定されず、光源からの光の色特性によって、特
定光を選択的に吸収できる多様なフィルタが使われうる。
【００５１】
　また、前記白色フィルタ１２０Ｗは、光量を調節できるＮＤ（Ｎｅｕｔｒａｌ　Ｄｅｎ
ｓｉｔｙ）フィルタ機能を追加して、明室ＣＲ（Ｂｒｉｇｈｔ　Ｒｏｏｍ　Ｃｏｎｔｒａ
ｓｔ　Ｒａｔｉｏ）特性をさらに向上させうる。
【００５２】
　前記色フィルタ１２０Ｒ，１２０Ｇ，１２０Ｂ，１２０Ｗの上部には、色フィルタを保
護し、色フィルタが形成された層の表面を平坦化するためのオーバーコート層１１３が備
えられうる。前記オーバーコート層１１３は、無機絶縁膜及び／または有機絶縁膜を使用
できるが、無機絶縁膜としては、ＳｉＯ２、ＳｉＮｘ、ＳｉＯＮ、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２

、Ｔａ２Ｏ５、ＨｆＯ２、ＺｒＯ２、ＢＳＴ、ＰＺＴが含まれるようにすることができ、
有機絶縁膜としては、一般汎用高分子（ＰＭＭＡ，ＰＳ）、フェノール基を有する高分子
誘導体、アクリル系高分子、イミド系高分子、アリールエーテル系高分子、アミド系高分
子、フッ素系高分子、ｐ－キシレン系高分子、ビニルアルコール系高分子及びこれらのブ
レンドが含まれるようにすることができる。オーバーコート層１１３は、無機絶縁膜と有
機絶縁膜との複合積層体としても形成されうる。
【００５３】
　前記オーバーコート層１１３は、約１．５ないし２．６の屈折率を有することが望まし
い。
【００５４】
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　前記オーバーコート層１１３の上部には、光路調節層１１４が備えられる。共振赤色、
緑色、青色ピクセルと非共振白色ピクセルとが同時に発光する場合、視野角によって白色
の色変化が大きい。したがって、これを克服するために、光路調節層１１４を挿し込む。
【００５５】
前記光路調節層１１４は、光路調節層１１４の内部での光損失を最小化するために、透光
度が優れたものが良い。光路調節層１１４は、窒化物、酸化物、硫化物からなる群から選
択される一つ又は二つ以上の組合わせで構成され、例えば、Ａｌ２Ｏ３、ＢａＯ、ＭｇＯ
、ＨｆＯ２、ＺｒＯ２、ＣａＯ２、ＳｒＯ２、Ｙ２Ｏ３、Ｓｉ３Ｎ４、ＡｌＮ、ＧａＮ、
ＺｎＳ、ＣｄＳからなる群から選択される一つ又は二つ以上の組合わせで構成されうる。
光路調節層１１４の透光度は、可視光線領域で約９０％以上であることが望ましい。
【００５６】
　また、光路調節層１１４の屈折率は、上部の透明電極１３７の屈折率と類似しているこ
とが望ましく、その差を約１０％以内にすることが良い。透明電極１３７の屈折率を考慮
すると、光路調節層１１４の屈折率は、可視光線領域で約１．８ないし２．０であること
が良い。
【００５７】
　また、光路調節層１１４の厚さは、約１００００Å以下に形成されうる。
【００５８】
　白色ピクセルＷ領域において、図面に示していないが、前記光路調節層１１４の上部ま
たは下部に光抽出効率を向上させるための補助層がさらに備えられうる。前記補助層は、
例えば、屈折率の低い物質または屈折率の高い物質でＬＩＡ（Ｌｏｗ　Ｒｅｆｒａｃｔｉ
ｖｅ　Ｉｎｄｅｘ　Ａｒｒａｙ）またはＨＩＡ（Ｈｉｇｈ　Ｒｅｆｒａｃｔｉｖｅ　Ｉｎ
ｄｅｘ　Ａｒｒａｙ）がパターン形成された低屈折率層または高屈折率層であるか、また
は低屈折率層と高屈折率層との組合せであってよい。前記低屈折率物質の屈折率は、１な
いし１．５５であり、前記高屈折率物質の屈折率は、１．９ないし２．８でありうる。
【００５９】
　前記光路調節層１１４の上部には、赤色、緑色、青色及び白色のフィルタ１２０Ｒ，１
２０Ｇ，１２０Ｂに対応して赤色ピクセルＲ、緑色ピクセルＧ、青色ピクセルＢ、白色ピ
クセルＷが形成される。
【００６０】
　前記赤色ピクセルＲ、緑色ピクセルＧ、青色ピクセルＢのそれぞれは、半透過膜１３０
と透明電極１３７とを備える半透過電極１４０、発光層を備える有機層１６０、及び反射
電極１８０を備える共振構造である。
【００６１】
　半透過膜１３０は、光路調節層１１４の上部に備えられ、金属層と金属層の上下部の伝
導性酸化膜とによる多層構造であって、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＴＯ、ＩＴＯ／Ａｇ／ＩＺＯ（
Ｉｎｄｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）、ＡＴＤ（ＩＴＯ／Ａｇ合金／ＩＴＯ）、ＩＴＯ
／ＡＰＣ（Ａｇ－Ｐｄ－Ｃｕ合金）／ＩＴＯ、及びその等価物のうち選択された少なくと
もいずれか一つで形成されうる。
【００６２】
　透明電極１３７は、半透過膜１３０の上部に備えられ、透明素材の伝導性物質で形成で
きるが、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯまたはＩｎ２Ｏ３で形成でき、フォトリソグラフィ法に
よって各ピクセル毎に所定のパターンとなるように形成できる。
【００６３】
　半透過電極１４０は、下部のＴＦＴと電気的に連結されうる。半透過電極１４０は、外
部電極端子（図示せず）に連結されてアノードとして機能できる。
【００６４】
　反射電極１８０は、半透過電極１４０に対応して有機層１６０の上部に備えられる。反
射電極１８０は、Ｌｉ、Ｃａ、ＬｉＦ／Ｃａ、ＬｉＦ／Ａｌ、Ａｌ、Ａｇ、Ｍｇ、Ｂａま
たはこれらの化合物など反射導電物質を全面蒸着して形成することによって、各ピクセル
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の反射電極が共に連結されている共通型でありうる。反射電極１８０は、外部電極端子（
図示せず）に連結されてカソードとして機能できる。
【００６５】
　前記半透過電極１４０と前記反射電極１８０との極性は、相互逆になってもよい。
【００６６】
　前記半透過電極１４０と前記反射電極１８０との間に介在される有機層１６０は、発光
層（ＥＭＬ：Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）と、それ以外に正孔輸送層（ＨＴＬ：Ｈｏ
ｌｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ）、正孔注入層（ＨＩＬ：Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃ
ｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）、電子輸送層（ＥＴＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ
　Ｌａｙｅｒ）、及び電子注入層（ＥＩＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌ
ａｙｅｒ）などの機能層のうちいずれか一つ以上の層が単一あるいは複合の構造で積層さ
れて形成されうる。
【００６７】
　有機層１６０は、低分子または高分子有機物で備えられうる。低分子有機物材料として
は、銅フタロシアニン（ＣｕＰｃ）、Ｎ，Ｎ－ジ（ナフタレン－１－イル）－Ｎ，Ｎ’－
ジフェニル－ベンジジン（ＮＰＢ）、トリス－８－ヒドロキシキノリンアルミニウム（Ａ
ｌｑ３）などを初めとして多様に適用可能である。高分子有機物材料を使用した高分子有
機層は、ポリエチレンジヒドロキシチオフェン（ＰＥＤＯＴ：Ｐｏｌｙ－（２，４）－Ｅ
ｔｈｙｌｅｎｅ－Ｄｉｈｙｄｒｏｘｙｔｈｉｏｐｈｅｎｅ）やポリアニリン（ＰＡＮＩ）
を使用して、インクジェットプリンティング法やスピンコーティング法によって形成され
、高分子有機発光層は、ＰＰＶ、可溶性ＰＰＶ、シアノ－ＰＰＶ、ポリフルオレンを使用
できる。
【００６８】
　発光層は、積層式または直列式（Ｔａｎｄｅｍ　Ｔｙｐｅ）でありうる。積層式発光層
は、赤色、緑色及び青色のサブ発光層で構成され、これらの積層順序は、特別に限定され
ない。前記積層式発光層は、赤色、緑色及び青色の発光層がいずれも蛍光発光層であるか
、または少なくとも一つ以上の発光層が燐光発光層でありうる。前記直列式発光層は、赤
色、緑色及び青色の発光層がいずれも蛍光発光層であるか、少なくとも一つ以上の発光層
が燐光発光層でありうる。また、直列式発光層は、ＣＧＬ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）を介して両側に積層される各発光層が、白色、異なる色、または
同じ色を発光でき、この時、異なる色または同じ色は、単色または多色でありうる。
【００６９】
　各ピクセルのサブ発光層の構造は、相異なり、白色光を出す組合わせならば、赤色、緑
色、青色に限らず、多様な色の組合わせで形成できる。
【００７０】
　発光領域で発生した光のうちの一部が半透過膜１３０によって反射されつつ、前記反射
電極１８０と半透過電極１４０との間に共振が発生する。共振によって放出される白色光
のスペクトルが特定波長帯域に偏重されることを防止して、各ピクセル毎に最大の光効率
が得られるように、反射電極１８０と半透過電極１４０との間の厚さを調節することが要
求される。このために、前記半透過膜１３０の上部に透明電極１３７を形成し、透明電極
１３７の厚さを調節して、反射電極１８０と半透過電極１４０との光学距離を調整するこ
とができる。他の例として、各ピクセルの透明電極の厚さを同一に形成し、透明電極と類
似した屈折率を有し、可視光線で吸収のない誘電体膜を透明電極の上部及び／または下部
に挿し込んで誘電体膜の厚さを調節することによって、反射電極１８０と半透過電極１４
０との光学距離を調整することもできる。さらに他の例として、前記機能層の厚さを調節
することによって、反射電極１８０と半透過電極１４０との光学距離を調整することもで
きる。図２では、緑色ピクセルＧの透明電極を除去し、赤色ピクセルＲと青色ピクセルＢ
との光学距離は同一に形成することによって、各ピクセル毎に光学距離を調節する一例を
示している。しかし、本発明は、これに限定されず、共振特性によって、ピクセル毎に透
明電極の厚さ、誘電体膜の厚さ、または機能層の厚さを異ならせてピクセル毎の光学距離
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を調節できる。
【００７１】
　前記白色ピクセルＷは、透明電極１３７、発光層を備える有機層１６０、及び反射電極
１８０を備える非共振構造である。
【００７２】
　透明電極１３７は、光路調節層１１４の上部に備えられ、透明素材の伝導性物質で形成
できるが、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯまたはＩｎ２Ｏ３で形成され、フォトリソグラフィ法
によって各ピクセル毎に所定のパターンに形成できる。透明電極１３７は、ＴＦＴと電気
的に連結されうる。透明電極１３７は、外部電極端子（図示せず）に連結されてアノード
として機能できる。
【００７３】
　反射電極１８０は、半透過電極１４０に対応して有機層１６０の上部に備えられる。反
射電極１８０は、Ｌｉ、Ｃａ、ＬｉＦ／Ｃａ、ＬｉＦ／Ａｌ、Ａｌ、Ａｇ、Ｍｇ、Ｂａま
たはこれらの化合物など反射導電物質を全面蒸着して形成することによって、各ピクセル
の反射電極が共に連結されている共通型でありうる。反射電極１８０は、外部電極端子（
図示せず）に連結されてカソードとして機能できる。
【００７４】
　前記透明電極１３７と前記反射電極１８０との極性は、相互逆になってもよい。
【００７５】
　前記透明電極１３７と前記反射電極１８０との間に介される有機層１６０と、有機層に
含まれた発光層とは、前述した赤色ピクセルＲ、緑色ピクセルＧ、青色ピクセルＢの有機
層及び発光層と同一であるので、ここで、詳細な説明は省略する。
【００７６】
　図５は、図１の回路を具現する本発明の他の実施例による有機発光ディスプレイ装置で
、隣接する４つのピクセル（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を概略的に示した断面図である。
【００７７】
　図５の有機発光ディスプレイ装置は、光路調節層１１４’が白色ピクセルＷのみに備え
られる点を除いては、図２の有機発光ディスプレイ装置と同一であるので、同じ構成につ
いての詳細な説明は省略する。
【００７８】
　図５を参照すれば、光路調節層１１４’は、白色ピクセルＷの下部のみに備えられて白
色ピクセルＷの視野角による色変化を最小化する。光路調節層１１４’は、赤色ピクセル
Ｒ、緑色ピクセルＧ、青色ピクセルＢ及び白色ピクセルＷを含んで基板全面に積層した後
、赤色ピクセルＲ、緑色ピクセルＧ、青色ピクセルＢの光路調節層を除去して、白色ピク
セルＷにのみ形成させるようにできる。または、光路調節層１１４’は、マスクを利用し
て白色ピクセルＷにのみ形成させるようにできる。
【００７９】
　前述した図２及び図５による実施例は、光が基板１００の方向に放出される背面発光型
の場合を示したが、本発明は、必ずしもこれに限定されず、前面発光型の場合にも、同一
に適用されうる。この場合、各ピクセルの下部電極は、反射電極で形成され、上部電極は
、透明電極または半透過電極で形成され、光路調節層は、透明電極または半透過電極の上
部に形成されうる。各ピクセルに対応する色フィルタは、前記透明電極の上部に積層式に
、または別途の基板に形成できる。
【００８０】
　図６Ａ及び図６Ｂは、一般的な共振赤／緑／青色ピクセルと非共振白色ピクセルとの構
造を有するＯＬＥＤディスプレイで、視野角による原色の輝度変化及び色変化をそれぞれ
示す。
【００８１】
　図６Ａを参照すれば、白色は、視野角によって輝度変化がほとんどない一方、赤／緑／
青色は、視野角によって輝度変化が非常に大きい。特に、視野角６０°では、０°対比４
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０％ほどの輝度値を表している。図６Ｂを参照すれば、視野角による白色の色変化が非常
に大きい。
【００８２】
　図７Ａ及び図７Ｂは、本発明の一実施例によって光路調節層を備えた共振赤／緑／青色
ピクセルと非共振白色ピクセルとの構造を有するＯＬＥＤディスプレイで、視野角による
原色の輝度変化及び色変化をそれぞれ示す。本実施例では、非共振白色ピクセルにＳｉＮ
ｘを使用して、４０００Å厚さの光路調節層を挿し込んだ。
【００８３】
　図７Ａ及び図７Ｂを参照すれば、視野角による輝度変化は、共振及び非共振特性をその
まま維持しつつ、白色の色変化が顕著に減ることが確認できる。
【００８４】
　表１は、本発明の一実施例によって光路調節層が備えられたＯＬＥＤディスプレイと比
較例との色再現性及び消費電力を比較した結果を表す。
【００８５】
　表１で、実施例は、光路調節層を備えた共振赤／緑／青色ピクセルと非共振白色ピクセ
ルとの構造を有するＯＬＥＤディスプレイであり、比較例１は、同じ白色発光層を使用す
る共振赤／緑／青色ピクセル構造を有するＯＬＥＤディスプレイ、比較例２は、非共振赤
／緑／青色ピクセルと非共振白色ピクセルとの構造を有するＯＬＥＤディスプレイ、比較
例３は、赤／緑／青色発光層の独立蒸着構造に赤色／緑色燐光、青色蛍光が適用されたＯ
ＬＥＤディスプレイである。この時、各ＯＬＥＤディスプレイは、同じパネル要求特性（
４０インチＦｕｌｌ　ＨＤ、Ｆｕｌｌ　Ｗｈｉｔｅ輝度３００ｎｉｔ、Ｐｅａｋ　Ｗｈｉ
ｔｅ輝度６００ｎｉｔ）条件を満たす。
【００８６】
【表１】

【００８７】
　表１を参照すれば、本発明の実施例によって光路調節層が白色ピクセルに備えられた場
合、比較例に比べて、消費電力及び色再現性が優れているということが確認できる。
【００８８】
　本発明は、図面に示された実施例を参照して説明されたが、これは、例示的なものに過
ぎず、当業者ならば、これから多様な変形及び均等な他の実施例が可能であるということ
が分かるであろう。したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲の技術
的思想によって決定されねばならない。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明は、ディスプレイ関連の技術分野に好適に適用可能である。
【符号の説明】
【００９０】
　　１００　基板
　　１１２　パッシベーション層
　　１１３　オーバーコート層
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　　１１４　光路調節層
　　１２０Ｒ，１２０Ｇ，１２０Ｂ，１２０Ｗ　色フィルタ
　　１３０　半透過膜
　　１３７　透明電極
　　１４０　半透過電極
　　１６０　有機層
　　１８０　反射電極

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】
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